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第１０８回 教育研究評議会（臨時） 議事要旨 

 

日 時   平成２３年３月１０日（木） １４：５５～１５：１８ 

場 所   事務局第３会議室（４階） 

 

 

議題１．鹿児島大学学則の一部改正（焼酎・発酵学教育研究センターの設置等）について（資料１） 

議題２．鹿児島大学学則の一部改正（免許状免許教科の変更）について（資料２） 

議題３．鹿児島大学大学院学則の一部改正（焼酎学講座期間満了）について（資料３）   

議題４．鹿児島大学大学院学則の一部改正（長寿口腔科学講座（連携講座）新設）について（資料４） 

 

報告事項１．教員情報システムへの入力状況について（資料５） 

 

その他 

 

 

［出席評議員］ ２９名 

  吉田学長 

（理事）河原、島、阿部、前田 

（学部長等）石川、平井、武隈、土田、清原、宮嶋、榮鶴、吉田、杉原、長岡、福井、住吉、岩元、米田、

野呂、高松、松山、采女、安部、菅沼、井上、中河、門 

（事務局長）盛本 

 

［欠席評議員］ １名 

（学部長等）越塩 

 

［オブザーバー] 

坂東監事 

（副学長）萩野、安部、友清 

（学長補佐等）小栗、田島、山本、飯干、浅野、新森、冨永、藤重、森 

 

［事務局］ 

（部長）後藤、南須原、野崎、萩元、山本、長友 

（課長）鵜飼、川西、執行、野頭、上國料、松田、永田、佐藤、神之門、岩下、上村、黒原、折田、 

松野下、瓜生 

 

 議事に先立ち、学長から、2月26日（土）午前０時頃、広島県の山陽自動車道で発生した本学学生によ

る高速バス横転事件について、26日午前中に学長を本部長とする対策本部を設置し、情報収集にあたり、

27日（日）に謝罪会見を行ったことなどの経過説明の後、今後の対応策として、指導教員等において学生

一人一人との情報交換、接触を密にして適切な指導を行っていただきたい旨の要請があった、また、2月

の大学入試において京都大学等で発生した携帯電話を使ってのカンニングに対する予防策として、本学で

は3月12日～13日に実施される後期試験において、携帯電話は電源を切って封筒に入れ封をすることとし

た旨の説明があった。 

 この他、本学全教職員について、ハラスメント防止に関する対応策としての DVD 視聴又はハラスメント

研修会への参加のいずれかを本年 3 月末までに達成させていただきたい旨の要請があった。 
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議題１．鹿児島大学学則の一部改正（焼酎・発酵学教育研究センターの設置等）について（資料１） 

  学長から、平成23年度からの歯学部入学定員２名削減、医学部医学科入学定員２名増員（23年度～

31年度）、農学部の附属研究施設として「焼酎・発酵学教育研究センター」及び「越境性動物疾病制

御研究センター」を設置すること及び平成23年3月31日付けで農学部寄附講座「焼酎学講座」が設置

期間満了となることに伴う鹿児島大学学則の一部改正について諮られ、河原理事から、医学部の入学

定員・収容定員に関しては、収容定員を定めた別表第２は変更せず、附則において今回の定員増を年

度毎に整理していることを含め資料に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり了承された。 

 

議題２．鹿児島大学学則の一部改正（免許状免許教科の変更）について（資料２） 

  学長から、教育学部学校教育教員養成課程高等学校教諭一種免許状の免許教科の「情報」を削除す

る鹿児島大学学則の一部改正について諮られ、阿部理事から資料に基づき説明があり、審議の結果、

原案どおり了承された。 
 

議題３．鹿児島大学大学院学則の一部改正（焼酎学講座期間満了）について（資料３）   

  学長から、平成23年3月31日付けで農学部寄附講座「焼酎学講座」が設置期間満了となることに伴

う鹿児島大学大学院学則の一部改正について諮られ、河原理事から資料に基づき説明があり、審議の

結果、原案どおり了承された。 

 

議題４．鹿児島大学大学院学則の一部改正（長寿口腔科学講座（連携講座）新設）について（資料４） 

学長から、大学院医歯学総合研究科（博士課程）において締結した独立行政法人国立長寿医療研究

センターとの連携講座に関する協定による講座（健康科学専攻「長寿口腔科学講座（連携講座）」）の

新設に伴う鹿児島大学大学院学則の一部改正について諮られ、河原理事から資料に基づき説明があり、

審議の結果、原案どおり了承された。 

 

 

報告事項１．教員情報システムへの入力状況について（資料５） 

   島理事から、教員情報システムへの入力状況について「国立大学法人鹿児島大学教員情報システム

の管理・運用及びデータ入力に関する要項の施行に伴う施行前のデータの入力期限に関する申合せ」

に基づき平成 23 年 2 月末までの入力状況について資料に基づき報告があった。 

   なお、学長から本データが業績等に関する評価の際の根拠となることから、各部局長に対し、全教

員が当該教員情報システムへデータ入力していただくよう再度の要請があった。 

 

 

その他 

   なし 

 

 次回の教育研究評議会は、３月１７日（木）１０：００から開催することとなった。 

 
 
 
 
 
 

 


